
観光立国

「
中
国
」か
ら
増
や
そ
う

富
裕
層
の
購
買
力
は
す
ご
い
＜上＞

観
光
功
労
の
大
臣
表
彰

旅
館
経
営
者
ら
３１
人
に

２
位
登
別
、３
位
に
由
布
院

新
た
に
１４
温
泉
が
ラ
ン
ク
イ
ン

本社主催

草津、９年連続１位に王手
第
２５
回「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１００
選
」中
間
集
計

Y涅涅渊淆Y

震災で減った外国人観光客だが、復活
のかぎを握るのは中国人だ

　
中
国
人
観
光
客
が
再
び
世

界
中
で
脚
光
を
浴
び
欷
各
国

は
取
り
込
み
に
躍
起
に
な
檸

て
い
る
盜

　
何
せ
人
口
が
灣
億
５
千
万

人
歉
隠
れ
人
口
が
１
億
人
い

る
と
も
い
う
歐
盜
い
つ
バ
ブ

ル
崩
壊
が
起
き
る
か
は
定
か

で
な
い
が
欷
高
度
の
経
済
成

長
率
が
続
き
世
界
第
２
位
と

い
う
大
国
と
あ
檸
て
欷
富
裕

層
も
５
千
万
人
を
超
え
て
海

外
旅
行
を
す
る
中
堅
層
も
か

な
り
増
え
て
い
る
盜

■
　
　
■
　
　
■

　
中
国
人
観
光
客
が
日
本
の

秋
葉
原
で
電
化
製
品
を
買
い

あ
さ
る
風
景
は
テ
レ
ビ
な
ど

で
ご
承
知
の
通
り
で
欷
デ
パ

欟
ト
な
ど
で
も
欹
銀ぎ

ん

聯れ
ん

カ
欟

ド
歉
中
国
の
大
手
銀
行
が
共

同
出
資
し
て
設
立
し
た
カ
欟

ド
会
社
で
欷
デ
ビ
蘖
ト
機
能

や
ク
レ
ジ
蘖
ト
機
能
を
搭
載

で
き
る
盜
発
行
枚
数
は
約
炮

億
枚
で
世
界
爿
カ
国
・
地
域

で
利
用
盜
加
盟
店
数
は
瀰
年

灑
月
末
で
中
国
国
内
で
約
１

５
０
万
店
盜
香
港
・
マ
カ
オ

を
含
む
海
外
は
約
燼
万
店
盜

日
本
で
は
加
盟
店
業
務
を
三

井
住
友
カ
欟
ド
が
請
け
負
檸

て
い
る
歐
の
売
り
上
げ
は
無

視
で
き
な
く
な
檸
て
い
る
飮

と
い
う
盜

　
２
０
０
９
年
歉
東
日
本
大

震
災
前
歐
の
統
計
で
は
あ
る

が
欷
こ
の
銀
聯
カ
欟
ド
の
日

本
国
内
の
取
扱
高
は
２
４
０

億
円
と
前
年
比
狆
％
増
え
て

い
る
盜
中
国
か
ら
の
観
光
客

が
増
大
す
る
と
欷
全
国
の
観

光
施
設
や
小
売
店
に
広
が
る

こ
と
は
確
実
で
欷
落
と
す
お

金
は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
盜

　
福
島
第
１
原
発
事
故
で

欹
放
射
能
汚
染
が
怖
い
飮
と

中
国
か
ら
の
観
光
客
は
ガ
タ

減
り
に
な
檸
て
は
い
る
が
欷

欹
放
射
能
の
影
響
は
ほ
と
ん

ど
な
い
飮
と
い
う
情
報
発
信

も
あ
檸
て
欷
再
び
入
り
込
み

客
が
増
え
つ
つ
あ
る
盜
そ
れ

で
も
世
界
各
国
に
比
べ
る
と

日
本
へ
の
旅
行
は
ま
だ
微
々

た
る
も
の
で
欷
こ
れ
か
ら
拡

大
す
る
要
素
は
多
分
に
あ
る
盜

　
す
で
に
旅
行
業
大
手
の
中

で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
欷
中
国
で
旅
客

を
集
客
し
て
売
る
こ
と
が
認

可
さ
れ
て
お
り
欷
中
国
全
土

の
拠
点
か
ら
日
本
へ
の
送
客

体
制
を
推
進
し
て
い
る
盜

■
　
　
■
　
　
■

　
何
と
い
檸
て
も
欷
特
に
富

裕
層
が
お
金
を
落
と
す
額
は

半
端
で
は
な
い
盜

　
例
え
ば
旅
館
・
ホ
テ
ル
に

宿
泊
す
る
と
欷
宿
泊
料
金
は

５
万
円
ク
ラ
ス
歉
ホ
テ
ル
オ

欟
ク
ラ
や
帝
国
ホ
テ
ル
な

ど
歐
は
ザ
ラ
盜
１
本
瀾
万
円

ク
ラ
ス
の
ワ
イ
ン
を
平
気
で

飲
む
盜
そ
し
て
首
都
圏
周
辺

の
和
風
旅
館
に
も
１
泊
２
食

付
き
で
５
殳
瀾
万
円
ク
ラ
ス

に
泊
ま
る
盜
デ
パ
欟
ト
な
ど

で
も
百
万
円
単
位
で
欲
し
い

物
を
買
う
盜

　
こ
の
富
裕
層
は
上
海
周
辺

エ
リ
ア
に
約
３
千
万
人
は
住

ん
で
い
る
盜
こ
の
一
部
で
も

日
本
へ
呼
び
込
む
こ
と
が
で

き
る
と
欷
落
と
す
お
金
は
膨

大
と
な
る
盜

　
７
殳
８
年
前
に
欷
本
社
で

も
こ
の
層
を
直
接
欷
日
本
旅

館
に
呼
び
込
む
手
段
と
し
て

ま
ず
中
国
の
上
海
に
国
際
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
設
け
よ

う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
歉
当

時
欷
上
海
の
日
本
領
事
館
は

村
上
総
領
事
だ
檸
た
歐
盜

　
ま
ず
上
海
財
界
人
か
ら
質

の
良
い
１
０
０
人
の
ク
ラ
ブ

を
結
成
す
る
盜
そ
の
ク
ラ
ブ

と
東
京
霞
が
関
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ歉
国
際
理
事
が
い
た
盜

筆
者
も
ク
ラ
ブ
で
会
長
も
経

験
し
た
歐
と
姉
妹
提
携
を
結

ぶ
と
い
う
構
想
を
立
て
た
盜

か
な
り
い
い
と
こ
ろ
ま
で
推

進
で
き
る
予
定
だ
檸
た
が
欷

最
後
に
欷
中
国
は
９
人
以
上

の
集
会
は
届
け
出
制
度
が
あ

檸
て
公
安
当
局
か
ら
待
檸
た

が
か
か
檸
た
盜
計
画
は
中
座

し
て
し
ま
檸
た
経
緯
が
あ

る
盜

　
た
だ
現
時
点
で
は
欷
中
国

も
か
な
り
理
解
を
示
す
傾
向

も
あ
る
た
め
欷
再
度
挑
戦
す

る
と
実
現
は
可
能
か
も
し
れ

な
い
盜

　
こ
の
ク
ラ
ブ
を
瀾
く
ら
い

作
る
と
欷
１
千
人
に
な
る
盜

友
人
な
ど
を
同
伴
し
て
日
本

へ
来
る
と
か
な
り
の
数
に
な

る
盜
そ
の
旅
客
を
全
国
観
光

地
の
宿
に
直
接
送
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
と
欷
そ
れ
な

り
に
潤
う
こ
と
に
な
る
盜

■
　
　
■
　
　
■

　
こ
の
膨
大
な
中
国
の
海
外

旅
行
数
を
欷
観
光
資
源
を
売

る
世
界
各
国
が
取
り
込
み
に

躍
起
に
な
る
の
は
当
然
で
あ

る
盜

　
海
外
旅
行
客
が
人
口
を
上

回
る
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
な
ど

の
デ
パ
欟
ト
や
高
級
品
が
並

ぶ
中
心
街
は
欷
中
国
人
を
含

め
た
東
洋
人
で
溢
れ
て
い
る

ほ
ど
だ
盜
い
ず
れ
も
高
級
品

歉
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
歐
が
消
費

の
主
役
を
占
め
て
い
る
盜

　
日
本
も
受
け
入
れ
態
勢
を

強
化
し
て
は
い
る
が
欷
こ
れ

か
ら
が
本
番
を
迎
え
る
盜

歇
江
口
恒
明
歃

順位 昨年 温泉名 所在地 順位 昨年 温泉名 所在地

涅 涅 草 津 群 馬 涵涅 淇淇 宇 奈 月 富 山

淹 淹 登 別 北海道 涵淹 淇渕 皆 生 鳥 取

渕 渕 由 布 院 大 分 涵渕 渊涵 こ ん ぴ ら 香 川

渊 涵 指 宿 鹿児島 涵渊 淇淹 知床・ウトロ 北海道

涵 渊 黒 川 熊 本 涵涵 淇淆 あ わ ら 福 井

淇 淆 有 馬 兵 庫 涵淇 涵渊 強 羅 神奈川

淦 涸 道 後 愛 媛 涵淦 渊濤 定 山 渓 北海道

涸 淦 下 呂 岐 阜 涵涸 涵濤 伊 東 静 岡

淆 淇 別 府 八 湯 大 分 涵淆 渊淦 湯 河 原 神奈川

涅濤 涅淹 和 倉 石 川 淇濤 涸濤 西 山 山 梨

涅涅 涅濤 城 崎 兵 庫 淇涅 淇涸 あ つ み 山 形

涅淹 涅涅 箱 根 湯 本 神奈川 淇淹 渊涸 洞 爺 湖 北海道

涅渕 涅涵 奥飛騨温泉郷 岐 阜 淇渕 涸涸 浜名湖かんざんじ 静 岡

涅渊 涅渕 乳頭温泉郷 秋 田 淇渊 淇濤 日 光 湯 元 栃 木

涅涵 涅渊 雲 仙 長 崎 淇涵 淦渕 蔦 青 森

涅淇 淹淇 霧 島 鹿児島 淇淇 渊渊 稲 取 静 岡

涅淦 淹涅 玉 造 島 根 淇淦 － 青 荷 青 森

涅涸 涅淇 伊 香 保 群 馬 淇涸 淇涅 河 口 湖 山 梨

涅淆 涅淦 十 勝 川 北海道 淇淆 － 扉 長 野

淹濤 淹渊 鳴 子 宮 城 淦濤 淦淇 か みのやま 山 形

淹涅 渕淇 昼 神 長 野 淦涅 涵涸 勝 浦 和歌山

淹淹 渊淹 山 代 石 川 淦淹 涵淆 花 巻 岩 手

淹渕 渕渕 白 浜 和歌山 淦渕 淆濤 祖 谷 徳 島

淹渊 渊淆 山 中 石 川 淦渊 淦淆 堂 ヶ 島 静 岡

淹涵 淹淦 白 骨 長 野 淦涵 － お ご と 滋 賀

淹淇 涅淆 嬉 野 佐 賀 淦淇 涵淹 玉 川 秋 田

淹淦 淹淆 月 岡 新 潟 淦淦 淇淦 層 雲 峡 北海道

淹涸 渕淹 修 善 寺 静 岡 淦涸 － 湯 田 山 口

淹淆 渕涅 三 朝 鳥 取 淦淆 涵淦 高 湯 福 島

渕濤 渕涵 蔵 王 山 形 涸濤 － 北 川 静 岡

渕涅 淹濤 秋 保 宮 城 涸涅 淇渊 長 湯 大 分

渕淹 渕濤 湯田中渋温泉郷 長 野 涸淹 涸渕 水 上 群 馬

渕渕 淹涸 万 座 群 馬 涸渕 － 岩 室 新 潟

渕渊 淹渕 鬼怒川・川治 栃 木 涸渊 涵涵 湯 西 川 栃 木

渕涵 淹淹 高 山 岐 阜 涸涵 － 長 島 三 重

渕淇 渕涸 酸 ケ 湯 青 森 涸淇 － 磐 梯 熱 海 福 島

渕淦 渊涅 長 門 湯 本 山 口 涸淦 涅濤濤 下 部 山 梨

渕涸 涅涸 湯 の 川 北海道 涸涸 淆涸 熱 川 静 岡

渕淆 淹涵 熱 海 静 岡 涸淆 涸淦 母 畑 福 島

渊濤 渕渊 四 万 群 馬 淆濤 － 妙 見 鹿児島

渊涅 渊渕 川 湯 北海道 淆涅 － 上 諏 訪 長 野

渊淹 渕淆 銀 山 山 形 淆淹 涸淆 平 山 熊 本

渊渕 渕淇 阿 寒 湖 北海道 淆渕 － 洲 本 兵 庫

渊渊 － 長 良 川 岐 阜 淆渊 － 湯 野 浜 山 形

渊涵 渊淇 野 沢 長 野 淆涵 淦涵 那 須 栃 木

渊淇 涵涅 石 和 山 梨 淆淇 － 天 ヶ 瀬 大 分

渊淦 淇涵 湯 村 兵 庫 淆淦 涸淹 菊 池 熊 本

渊涸 涵渕 黄金崎不老ふ死 青 森 淆涸 涸渊 越 後 湯 沢 新 潟

渊淆 涵淇 別 所 長 野 淆淆 淆濤 下 賀 茂 静 岡

涵濤 淦淹 観 音 静 岡 涅濤濤 淆淹 ニセコ温泉郷 北海道

第淹涵回「にっぽんの温泉涅濤濤選」中間順位

注）昨年の順位は第淹渊回の最終結果。－は新たにランクインした温泉地

（１） 第２６２６号昭和烽年８月炸日第３種郵便物認可 ２０１１年（平成２３年）９月２４日（土曜日） （毎週土曜日発行）

　
観
光
経
済
新
聞
社
は
炮
日
欷
主
催
す
る
第
烙
回
欹
に
檸
ぽ
ん
の
温
泉

１
０
０
選
飮
歉
観
光
関
連
９
団
体
後
援
欷
ト
ラ
ベ
ル
ジ
櫺
欟
ナ
ル
社
協

賛
歐
の
中
間
集
計
を
ま
と
め
欷
発
表
し
た
盜
そ
れ
に
よ
る
と
欷
草
津

歉
群
馬
県
歐
が
ト
蘖
プ
の
座
を
射
止
め
た
盜
第
烝
回
ま
で
欷
８
年
連
続

１
位
と
い
う
実
力
を
発
揮
し
た
盜
以
下
欷
登
別
歉
北
海
道
歐
欷
由
布
院

歉
大
分
県
歐
と
続
く
盜
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東
北
地
方
の
温
泉

地
が
ど
こ
ま
で
旅
行
の
プ
ロ
の
支
持
を
得
ら
れ
る
の
か
心
配
さ
れ
た

が
欷
有
名
温
泉
地
を
中
心
に
名
を
連
ね
て
い
る
盜
投
票
は
瀾
月
末
で
締

め
切
ら
れ
欷
最
終
順
位
は
灑
月
初
旬
に
開
か
れ
る
予
定
の
１
０
０
選
実

行
委
員
会
の
審
査
で
決
ま
る
盜

　
大
手
欷
中
堅
旅
行
会
社
や

ネ
蘖
ト
エ
欟
ジ
櫪
ン
ト
な
ど

か
ら
の
投
票
は
７
月
に
ス
タ

欟
ト
し
て
い
る
盜
中
間
発
表

は
事
務
局
歉
本
社
歐
に
届
い

た
約
９
５
０
０
枚
の
投
票
は

が
き
を
集
計
し
た
盜
震
災
の

影
響
か
ら
か
欷
枚
数
は
昨
年

に
比
べ
や
や
減
檸
て
い
る
盜

　
プ
ロ
の
支
持
を
集
め
１
位

と
な
檸
た
草
津
盜
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
さ
を
改
め
て
示
し
た

格
好
だ
盜
名
物
の
欹
湯
畑
飮

を
中
心
に
旅
館
・
ホ
テ
ル
が

建
ち
並
び
欷
独
特
の
ム
欟
ド

を
醸
し
出
す
盜
泉
質
の
良
さ

に
加
え
欷
白
根
山
や
湯
釜
な

ど
観
光
ス
ポ
蘖
ト
も
多
く
欷

ハ
イ
キ
ン
グ
や
ス
キ
欟
な
ど

温
泉
以
外
の
楽
し
み
方
も
で

き
る
た
め
欷
欹
送
客
し
や
す

い
飮
と
い
う
旅
行
会
社
が
少

な
く
な
い
盜

　
７
月
か
ら
始
ま
檸
た
群
馬

デ
ス
テ
檪
ネ
欟
シ
欖
ン
キ
櫺

ン
ペ
欟
ン
歉
Ｄ
Ｃ
歐
も
追
い

風
と
な
檸
た
よ
う
だ
盜

　
登
別
は
前
回
の
中
間
集
計

で
１
位
と
な
檸
た
も
の
の
欷

最
終
段
階
で
２
位
に
甘
ん
じ

た
盜
草
津
と
は
毎
年
接
戦
を

繰
り
広
げ
て
お
り
欷
後
半
ど

こ
ま
で
票
を
伸
ば
す
か
盜
由

布
院
と
の
差
も
わ
ず
か
で
欷

上
位
争
い
は
混こ

ん

沌と
ん

と
し
て
い

る
盜

　
ベ
ス
ト
テ
ン
を
見
る
と
欷

有
馬
歉
兵
庫
県
歐
が
前
回
９

位
か
ら
６
位
と
順
位
を
上
げ

た
の
が
目
立
つ
盜
灑
位
の
和

倉
歉
石
川
県
歐
は
瀾
位
に
食

い
込
ん
だ
盜
ま
た
欷
前
回
熄

位
台
だ
檸
た
石
川
県
の
山
代

と
山
中
は
ラ
ン
ク
を
上
げ
欷

そ
れ
ぞ
れ
烟
位
欷
烋
位
に
盜

　
中
間
段
階
で
新
た
に
１
０

０
選
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の

は
炙
温
泉
盜
長
良
川
歉
岐
阜

県
歐
が
燗
位
と
大
躍
進
盜
鵜

飼
が
有
名
で
欷
瀾
月
か
ら
は

長
良
川
温
泉
泊
覧
会
歉
長
良

川
お
ん
ぱ
く
歐
も
始
ま
り
欷

支
持
を
集
め
そ
う
だ
盜
秘
湯

の
青
荷
歉
青
森
県
歐
は
爼
位

に
入
檸
て
い
る
盜

　
震
災
の
影
響
が
１
０
０
選

に
ど
う
反
映
さ
れ
る
の
か
注

目
さ
れ
た
が
欷
被
害
の
大
き

か
檸
た
岩
手
県
か
ら
は
花
巻

歉
牘
位
歐
欷
宮
城
県
か
ら
は

鳴
子
歉
炳
位
歐
や
秋
保
歉
煕

位
歐
な
ど
が
残
檸
た
盜
震
災

に
加
え
欷
福
島
第
１
原
発
事

故
の
影
響
が
深
刻
な
福
島
県

だ
が
欷
高
湯
歉
犖
位
歐
や
母

畑歉
狢
位
歐
の
名
が
見
え
る
盜

前
回
圏
外
だ
檸
た
磐
梯
熱
海

が
狄
位
に
入
る
な
ど
欷
健
闘

ぶ
り
が
光
檸
た
盜

　
実
行
委
員
会
は
日
本
観
光

旅
館
連
盟
欷
国
際
観
光
旅
館

連
盟
欷
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生

活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
欷

日
本
温
泉
協
会
欷
日
本
旅
行

業
協
会
欷
全
国
旅
行
業
協
会
欷

日
本
観
光
振
興
協
会
欷
日
本

政
府
観
光
局
欷
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
か
ら
選
ば
れ
た

メ
ン
バ
欟
で
構
成
盜

　
最
終
結
果
は
灑
月
烱
日
付

紙
面
に
掲
載
す
る
盜

歇
内
井
高
弘
歃

　
欹
成
長
が
止
ま

檸
た
社
会
は
江
戸

時
代
と
同
じ
盜
あ

す
で
は
な
く
今
日

に
関
心
が
向
い
て

文
化
が
花
咲
く

歡
新
・
江
戸
時
代
歸
に
な
る

可
能
性
が
強
い
飮
と
欷
６
年

前
に
予
言
し
た
人
が
い
る
盜

そ
の
人
は
故
木
村
尚
三
郎

氏
盜
東
大
卒
で
欷
同
大
の
名

誉
教
授
を
務
め
た
盜
静
岡
文

化
芸
術
大
学
長
の
と
き
に
お

会
い
し
た
こ
と
が
あ
る
▼
同

氏
は
欹
耕
す
文
化
の
時
代
飮

な
ど
農
業
に
関
心
が
深
く

欹
日
本
人
は
農
耕
民
族
と
し

て
の
原
点
を
よ
く
見
極
め
る

べ
き
だ
飮
と
熱
檸
ぽ
く
説
い

た
記
憶
が
あ
る
盜
日
本
人
は

海
外
へ
出
掛
け
る
人
が
多
く

な
檸
た
盜
外
国
で
さ
ま
ざ
ま

な
香
辛
料
や
素
材
を
経
験

し
欷
日
本
の
伝
統
的
な
食
が

変
化
し
て
い
る
盜
そ
う
な
る

と
欷
生
活
面
で
も
自
然
に
あ

ふ
れ
た
国
々
の
よ
う
に
木
や

動
物
と
暮
ら
し
た
い
欷
と
中

山
間
地
へ
移
る
人
も
出
る
盜

住
ま
い
が
変
わ
る
と
い
う
▼

社
会
歉
パ
ソ
コ
ン
ば
か
り
叩

く
歐
の
中
で
個
人
が
孤
立
し

が
ち
な
時
代
だ
盜
人
と
の
つ

な
が
り
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

求
め
ら
れ
る
盜
き
檸
か
け
は

農
業
で
あ
る
と
指
摘
し
た
盜

祝
日
３
連
休
を
提
唱
し
た
の

も
同
氏
だ
檸
た
盜
人
生
あ
ま

り
ガ
ツ
ガ
ツ
す
る
な
欷
と
い

う
の
で
あ
る
盜
農
業
の
基
本

は
自
然
の
恵
み
盜
人
間
の
力

だ
け
で
は
葉
檸
ぱ
１
枚
つ
く

れ
な
い
盜
心
を
開
い
て
手
足

を
動
か
す
畑
仕
事
を
や
る
と

知
ら
な
い
人
も
自
然
に
笑
顔

が
出
る
と
も
い
う
盜
つ
ま

り
欷
江
戸
文
化
が
再
び
花
咲

く
時
代
に
な
る
と
い
う
ご
託

宣
な
の
だ
▼
こ
れ
か
ら
の
日

本
で
栄
え
る
の
は
欷
観
光
と

農
業
だ
盜
よ
く
見
極
め
る
べ

き
だ
盜

　
国
土
交
通
省
は
炙
日
欷
今

年
の
観
光
関
係
功
労
の
大
臣

表
彰
受
賞
者
煕
人
を
発
表
し

た
盜
表
彰
は
炮
日
付
け
盜
旅

館
業
の
経
営
者
や
女
将
欷
従

事
者
炙
人
を
は
じ
め
欷
ホ
テ

ル
業
灑
人
欷
旅
行
業
４
人
欷

観
光
レ
ス
ト
ラ
ン
業
１
人
が

観
光
事
業
へ
の
長
年
の
精

励
欷
功
績
を
称
え
ら
れ
た
盜

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
歉
敬

称
略
歐
盜

　
旅
館
業
経
営
者
‖
堀
是
治

歉
つ
る
や
ホ
テ
ル
社
長
歐
欷

中
島
勝
己
歉
ホ
テ
ル
黒
部
社

長
歐
欷
木
村
圭
仁
朗
歉
観
光

旅
館
福
寿
荘
社
長
歐
欷
吉
井

啓
二
歉
三
晃
商
事
社
長
・
国

際
観
光
旅
館
連
盟
近
畿
支
部

常
任
理
事
歐
欷
三
矢
昌
洋

歉
喜
代
美
山
荘
代
表
取
締

役
歐
欷
小
金
丸
修
歉
金
住
社

長
歐
欷
田
浦
郁
乃
歉
佳
松
園

代
表
取
締
役
歐
欷
中
上
袈
裟

松
歉
旅
館
牧
水
代
表
取
締
役

・
日
本
観
光
旅
館
連
盟
南
九

州
支
部
副
支
部
長
歐
▽
同
女

将
‖
武
田
カ
ズ
エ
歉
竹
村
家

専
務
取
締
役
歐
欷
小
山
玲
子

歉
丸
小
ホ
テ
ル
取
締
役
歐
▽

同
従
事
者
‖
前
川
奸
江
歉
山

田
屋
∧
旅
館
花
紫
∨
接
待

長
歐
欷
今
福
和
則
歉
伏
尾
の

鮎
茶
屋
∧
旅
館
不
死
王
閣
∨

調
理
部
課
長
歐
欷
西
村
清
美

歉
奥
城
崎
シ
欟
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
支
配
人
歐
欷
廣
川
正
勝

歉
湯
郷
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
調
理

長
歐
　

　
ホ
テ
ル
業
経
営
者
‖
小
林

哲
也歉
帝
国
ホ
テ
ル
社
長
歐欷

森
本
昌
憲
歉
藤
田
観
光
会

長
歐
欷
平
良
朝
敬
歉
か
り
ゆ

し
会
長
歐
▽
同
従
事
者
‖
宇

野
清
歉
山
の
上
ホ
テ
ル
料
飲

部
副
部
長
歐
欷
櫻
井
昌
能

歉
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
宴
会

部
副
部
長
歐
欷
照
井
正
光

歉
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
Ｃ
Ｓ
推

進
部
マ
ス
タ
欟
ト
レ
欟
ナ

欟
歐
欷
中
塚
三
重
歉
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
リ
欟
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
東
京
管
理
部
施
設
チ

欟
ム
課
長
歐
欷
渡
邊
龍
朗

歉
帝
国
ホ
テ
ル
調
理
部
セ
ン

タ
欟
キ
蘖
チ
ン
課
プ
レ
パ
レ

欟
シ
欖
ン
シ
ニ
ア
ス
タ
蘖

フ
歐
欷
奥
野
篤
一
歉
京
都
ホ

テ
ル
宴
会
予
約
部
嘱
託
歐
欷

兒
玉
和
義
歉
阪
急
阪
神
ホ
テ

ル
ズ
六
甲
山
ホ
テ
ル
営
業
部

調
理
長
歐
欷
寺
裏
恒
夫
歉
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
経
営
企
画
部

部
長
代
理
歐
欷
田
形
健
三

歉
リ
欟
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

広
島
管
理
部
施
設
課
支
配

人
歐

　
旅
行
業
経
営
者
‖
勝
又
洋

歉
富
士
旅
行
社
長
・
全
国
旅

行
業
協
会
静
岡
県
支
部
長
歐欷

嬾
橋
光
昭
歉
富
士
見
観
光
旅

行
セ
ン
タ
欟
代
表
者
・
全
旅

協
大
分
県
支
部
長
歐
▽
同
添

乗
員
‖
嬾
木
英
二
歉
ツ
欟
リ

ス
ト
エ
キ
ス
パ
欟
ツ
添
乗

員
歐
欷
茂
木
隆
一
歉
ジ
櫺
蘖

ツ
添
乗
員
歐

　
観
光
レ
ス
ト
ラ
ン
業
経
営

者
‖
津
田
曉
夫
歉
元
・
な
だ

万
社
長
歐


